
 大型ベンチに備えてい
る資器材は持ち運びが
でき、安全で使いやすい
ものばかりです!災害時
に備え、取り扱いに慣れ
ておくためにも、テントや
ランタン、ハンドメガホン
などの資器材は、普段の
自治会のイベントでも使
用してください。

地域防災ステーションの収納資器材は
普段の自治会のイベントにも
使用できます! 資器材収納 

24種類

消火器

ランタン

ボルト
クリッパー

メガホン 　伸縮はしご

簡易テント

四つ折り担架

ジャッキ

4
　「地域防災ステーション」は、❶自治会※が発災直後の一時的な集合場所として使い、❷ステーションに設置された資器材
を持って消火・救助へ向かう｢災害時の活動拠点」です。また、❸救援物資の配布拠点にもなります。箕面市内60カ所以上に
整備していますので、ぜひ活用してください。
※自治会にはマンション管理組合を含みます。

活用してください！災害時の活動拠点

地域防災ステーションを使用するには…「使用権限申請書」を提出するだけでＯＫ！「使用権限申請書」を提出いた
だくとダイヤル錠の番号をお伝えします。お申し込みは市民安全政策室σ724・6750へお電話ください。

地域防災ステーション

4
箕面市内60カ所以上に救助資機材を収納した大型ベンチを整備し、
災害発生直後の一時的な避難場所や、安否確認のとりまとめ、救援物資の配布拠点にします。

活用してください！災害時の活動拠点

地域防災ステーション

3
箕面市では、大規模災害時に隣近所の人たちで素早く安否確認を行うため、
黄色いハンカチ作戦を進めています。

大地震!「うちは大丈夫」の目印は

黄色いハンカチ作戦

2
箕面市では、大規模災害時の安否確認を自治会単位で行います。
また、ライフライン・物流復帰までの物資 配布など優先的に自治会を通じて行います。

自治会に入る
大切な家族や自分を災害から守る第一歩

地域防災ステーション３つの活用方法
　発災直後に集合し、自治会の一時的な
避難場所として活用します。また、隣近所の
安否確認の結果をとりまとめる場所として
も活用します。とりまとめた結果は、代表者
が避難所に報告に行きます。

　消火・救助活動の拠点です。ステーションに
備わる消火・救助資器材を活用することで、
消火や救助に向かう時間を大幅に短縮でき、
１人でも多くの命を救うことができます。

　救援物資の配布拠点です。市では、災害
時の救援物資の配布は、自治会を通じて行
います。地域防災ステーションは、その配布
拠点にもなります。

❶集合する！ ❷助けに行く！ ❸配る！

消火・救助資器材を
収納した大型ベンチ

箕面市 令和７年４月作成

1
箕面市では、大規模災害が起きた後、たとえ行政機能が停止していても、
地域で地域を守る体制を作るため、小学校区ごとに「地区防災委員会」を設立しています。

地区防災委員会
箕面市の地域防災の中核
小学校区
ごとの

明日、起こるかもしれない

大災害
そのとき地域が命を助ける!

地
域
編

お問い合わせ 箕面市 総務部 市民安全政策室
a072・724・2121（代表）／072・724・6750（直通） b072・724・6376

詳しくは
コチラ！



留守かなー…

家の中で
倒れている
のかも…

中に入って
無事を確認
しないと…

　地震などの災害が発生したとき、公的な機関だけで全ての命を救うことはできません。
　阪神・淡路大震災では、消防や警察などに救助されたかたは２割程度しかおらず、約８割のかたは、自治会など地域のかた
に救助されました。隣近所の素早い安否確認が多くの命を救うことになります。

大規模災害時の安否確認を
自治会単位で行います

自治会への加入のご相談は今すぐ
箕面市役所自治会係 専用ダイヤルa724・6179へ！

自治会に入る

黄色いハンカチがないと、
１軒１軒「ピンポン」して
とても時間がかかります。
応答があるまで
無事かどうかも
分かりません…

安否確認に時間がかかり、
助かる命を救えません！

　災害時に素早く安否確認ができる
よう、自治会であらかじめ「安否確認
分担表」を作成し、安否確認をするグ
ループや報告に行く人、報告を受け
る人、集合場所などを決めています。

ライフライン・物流復帰までの
物資配布など、優先的に
自治会を通じて行います
　水や食糧など災害時に必要な
救援物資は、小学校区ごとに設
けられた地区防災委員会から、
自治会を通じて配布します。
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　箕面市では、大規模災害が起きた後、たとえ行政機能が停止していても、地域で地域を守る体制を作るため、小学校区ご
とに「地区防災委員会」を設立しています。

地区防災委員会
箕面市の地域防災の中核 大切な家族や自分を災害から守る第一歩
小学校区
ごとの

住民のみなさん

全体会

役員会 地域で決めた役員が話し合って会の運営
をしています。
役員と、自治会、マンション管理組合・各種
団体の代表者が情報を共有します。

自治会や団体の代表者は、それぞれの構
成員に情報を伝えます。

震度５強以上の地震が起きたら、役員は避難所に自動参
集します（震度５弱以上の地震のときは、市職員と学校職
員が避難所を開けます）。

平時には、地区での防災訓練や、地区内の団体のとりまと
めなどを行います。

❶避難所の自主運営
❷地域の安否情報のとりまとめ
❸市と連携した地域の支援
※発災から数日たつと、避難所は在宅被災者の支援拠点にもなります。

平時の活動 発災直後の活動

地区防災委員会
●地区福祉会
●青少年を守る会
●民生委員・児童委員
●赤十字奉仕団
●学校
●青少年指導員

 などが参加

●PTA
●コミセン委員会
●自治会
●老人クラブ
●消防団
●市の避難所担当者

○○自治会
お互いに安否確認

△△マンション管理組合
お互いに
安否確認

自主防災○○会
お互いに安否確認

××自治会
被害が大きく安否確認ができていない

小学校区ごとの地区防災委員会のイメージ
小学校区ごとの地区防災委員会 箕面市

災害対策本部

地区内の地域団体

避難所
（小学校など）

××地域が
ひどいらしい

安否情報 連絡・報告

支援・救助安否情報

安否情報

必要な地域に
支援に行く

連絡来ず

詳しくは
コチラ！

詳しくは
コチラ！

迅速な安否確認のために、大きく目立つ黄色い布を各ご家庭で必ず用意してください！

詳しくは
コチラ！

　箕面市では、阪神・淡路大震災が起きた１月
１７日に毎年、曜日にかかわらず、「全市一斉総
合防災訓練」を実施しています。災害は、何曜日
に起こるかわかりません。家族がバラバラに過
ごしている平日や、家族みんなが家にいる休み
の日など、いろいろな曜日に訓練をしておくこ
とが、いざというときの行動に繋がります。

全市一斉総合防災訓練全市一斉総合防災訓練毎年１月17日は
●避難所開設訓練
●自治会などからの安否情報の集約 など地区防災委員会は

●｢黄色いハンカチ作戦」による安否確認訓練 など自治会のみなさんは

●家庭の備えができているかを確認 など各家庭では

必ずご参加
ください！
必ずご参加
ください！

　箕面市では、迅速な安否確認をするために、黄色
いハンカチ作戦を進めています。大地震の後、家に
いる家族が全員無事だったら、黄色いハンカチ（大
きく目立つ黄色い布）を玄関先などに掲げてくださ
い。発災時、自治会であらかじめ作成する「安否確認
分担表」をもとに、安否確認とりまとめ責任者など
が、黄色いハンカチを目印に安否確認を行います。

黄色いハンカチ作戦3 大地震!「うちは大丈夫」の目印は

郵便受けに
挟んだり

門扉に
掛けたり

タオル Tシャツ

はぎれハンカチ

大きく目立つ黄色い布なら何でもOK!

黄色いハンカチがないと… 黄色いハンカチがあれば！

いちいち「ピンポン」しなくても
外から一目で無事と分かります！

安否確認がスピードアッ
プ!

黄色いハンカチ！
ここは無事だ！
よし、次へ！

▶
安
否
確
認
分
担
表

詳しくは
コチラ！


